
を知った｡しかしサルがネコと全く逆相であり,ヒトで

は両相とも出現するという点,およびSPLの人工変動

でネコとは異なりヒトのように相が変化するという点と

で,SPR末梢出現機序解明には有効な知見を加えた｡

また,ネズミ, ネコ,サ/レ, ヒトと系統発達的 (山崎

他,1971),月齢の浅いコネコからオヤネコに至る個体発

達的 (Yamazaki,eta1.,1969;山崎他,1970a;山崎

他 1970b),およびproreuscortexなどを除去した破

頃実験的 (Yamazakietal,1970)研究と併せてみた

ときに,著者らの仮説をほぼ支持する結果をえた｡同種

動物のP.枯fifが誘発SPRを出現させるということは,ネ

コ･ネズミではほとんどみられないことで,SPRをサ

JI,の社会心理的指感として,また自発性SPRの出現頻

皮,i五訓広が党雌水準で変化するという点で覚醒水準の指

標としての開発も予想される.
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二ホンザルの脳幹運動反射の生理学的研

究

中村嘉男 /工藤典雄 ･津田和子

(東大 ･医 ･脳研 ･神経生理)

研 究 内 容

サルの表情表出の中枢機序を解析する目的で,顔面神

経と三叉神経の単一運動ヒューロンの活動様式を,無麻

酔の慢性条件で細胞外誘導によって分析する研究の弟一

段階として,神経生理学部門においてアカゲザルを用い

て予備実験をおこない,以下の点について枚封を加え

た0.

1.･慢性実験用動物標本作成の術式

2..単一ニュ-ロン発射活動導出用のマイクロマニピュ

レータ

3. 導出時の無麻酔動物の固定に用いるモンキーチェア

研 究 鈷 果

以上の3点について,本突駿に用いるべき方法を確定

した｡

前頭葉機能の研究

堀 田 利 夫 (東医歯大 ･医･生理)

サルをqE=ンキ-チェア-につけて飼育し, I//1一 押

し (交互に)によってジュースが与えられることを学習

させておく.次いで Sernylanで麻酔されたサルの頭

蓋にオイルマイクロマニプt/- メ -固定用の金属輪とB7i

部甲走用の4本の金属棒を接着させておくo
数日後前述の学習行動中にタングステン記録屯極を挿

入し前頭葉および皮質下構造物のニュ-ロンの活動を記

録するo レバー押しの行われる時点は上肢の筋電図をも
って指標とする｡この筋電図に関連のある脳内卑i-ニュ

ーロンの神経放電を記録したO期間が短かかったので実

験技術の修得が主であった｡

皮質ニューロンの latedischargeの解析

渡 辺 武 (東医歯大･医･難聴研)

神経生理研究部門で研究中の単一ニューロンレベルで

の遅延反応に関する実験および上丘ニューロン活動と眼

球運動との解析実験について研修した｡われわれは聴覚

の神経機構を主題として研究していることから,聴ニュ
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